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１ 

山
本
さ
ん
の
学
級
で
は
、
家
族
と
の
か
か
わ
り
を
え
が
い
た
物
語
を
読
み
、
そ
の
中
か
ら
友
達
に
す
い

せ
ん
し
た
い
本
を
選
ん
で
、
左
の
よ
う
な
本
の
カ
バ
ー
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
の
カ
バ
ー
に
は
、

次
の
こ
と
を
書
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
自
分
が
読
ん
だ
本
の
中
か
ら
、
友
達
に
す
い
せ
ん

し
た
い
本
の
カ
バ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

                             

国
語
ガ
ッ
テ
ン
‼ 

プ
リ
ン
ト 

【
考
え
の
形
成
】
本
を
読
ん
で
す
い
せ
ん
の
文
章
を
書
く
。 

今
日
の
ガ
ッ
テ
ン
度 

組 

名
前 

番 

読
む
こ
と 

す
い
せ
ん
文 

見出し 

（すいせんの言葉） 

本
の
題
名 

作
者 

【あらすじ】 

【印象的な言葉】 

 

や
っ
て
み
よ
う
！ 

（
高
学
年
） 

年  組 

（      ） 

（
本
の
題
名 

作
者
） 

（すいせんの言葉） 
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語
ガ
ッ
テ
ン
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ン
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今
日
の
ガ
ッ
テ
ン
度 

組 

名
前 

番 

読
む
こ
と 

す
い
せ
ん
文 

見出し 

“パチン”それは、言葉にできない 

あふれる思いがはじけた音… 

（すいせんの言葉） 

 

  口ではうまく気持ちを伝えられない

洋子。お父さんの古くなった長ぐつを

切る「パチン」という音が、お父さん

と洋子の会話なのでしょうか。 

 言葉がなくても通っていく家族の心

をえがいた、おすすめの一冊です。 

 
本
の
題
名 

作
者 

【あらすじ】 

 

 心の中の気持ちをなかなか言えない

洋子は、お父さんの長ぐつを切り刻み

ます。そんな洋子の気持ちを、お父さ

んとお母さんは正面から受け止めま

す。 

【印象的な言葉】 

パ
チ
ン 

石
井

い

し

 

い 

睦
む

つ

美 み

 

６年１組 

山本 由紀 

 

や
っ
て
み
よ
う
！ 

（
高
学
年
） 

【
考
え
の
形
成
】
本
を
読
ん
で
す
い
せ
ん
の
文
章
を
書
く
。 

（
例
） 

れ
い 

（
本
の
題
名 

作
者
） 

（すいせんの言葉） 

きざ 

さつ 


